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東京・神奈川で民間学童保育施設を運営する東急キッズベースキャンプ（以下「KBC」）は、独自の小学生向け総合的探

求型社会教育プログラム「コミュニケーション講座」の１年間の集大成として、子どもたちが「いま、伝えたいこと」をテーマにスピーチ

をする「第 9 回 KBCαスピーチコンテスト supported by 朝日小学生新聞（以下「本コンテスト」）」を開催します。 

今回で 9 回目を迎える本コンテストは、朝日学生新聞社様のご支援・ご協力のもと、2 日間にわたり開催されます。約 110

人の小学生がそれぞれの視点でテーマを設定し、「どうすれば相手に伝わるのか」を自分の力で考え抜いたスピーチを、学年に応じ

た 3 つの部門に分かれて披露します。子どもたちは、自分の考えや想いを言葉にし発信する体験に挑戦します。（「コミュニケーシ

ョン講座」については別紙参照） 

 

 

 

 

 

【 KBCαスピーチコンテスト supported by 朝日小学生新聞 】 

日時：2026 年 3 月 14 日（土）・22 日（日）10:00～18:00 

スピーチコンテストの部門 

・「自分の夢や目標、大切にしていること」「子どもが身近な課題を解決！」スピークアップ部門 

・「あったら良いなを地域社会に提案！」スピークアップアドバンス部門 

・「より良い世界になるために、できることを考え・アクション！グループで 1 年間の成果を報告」コミュニケーションマスター部門 

詳細はこちら  https://www.kidsbasecamp.com/lp/speechcontest2025 

 

本コンテストは、日々の多様なアクティビティや教育プログラムを通じて、子どもたちが「12 の知恵」（別紙参照）を身につける

ことで、“社会につながる人間力＝非認知能力”を育むことを理念とする KBC の取り組みに、朝日学生新聞社様が共感し、ご

支援・ご協力のもと開催されるものです。 

KBC は今後も、学校でも家庭でもない「子どものサードプレイス」として、子どもの主体性を育み、子育てが楽しい、子どもを産

み育てたいと思える社会の実現に貢献してまいります。 

※当日の取材ご希望等のご連絡は、以下までメールにてご連絡ください。 

民間学童保育 キッズベースキャンプの総合的探求型社会教育 

“まなぶ楽しさ”と“伝える楽しさ”を育む、コミュニケーション講座の集大成 

「KBCαスピーチコンテスト supported by 朝日小学生新聞」を開催！ 

【KBC のサービス内容、施設、取材に関する報道関係者のお問合せ先】 

株式会社東急キッズベースキャンプ  広報担当： 三宅・渡辺・宮下 

TEL: 044-299-9277 / FAX: 044-299-9278    E-mail： kbc_pr@kidsbasecamp.com 

【東急キッズベースキャンプ】 https://www.kidsbasecamp.com 

【東急キッズベースキャンプ 公式 Instagram】 https://www.instagram.com/kidsbasecamp 

https://www.kidsbasecamp.com/lp/speechcontest2025
mailto:kbc_pr@kidsbasecamp.com
https://www.kidsbasecamp.com/
https://www.instagram.com/kidsbasecamp/


【別紙】 

 

【朝日学生新聞社】 

朝日小学生新聞・朝日中高生新聞は、時事ニュースをわかりやすく解説することはもちろん、楽しい読み物や学習まんがなども満

載です。まいにち活字にふれることは、学力アップにつながります。中学受験、高校・大学受験にも大いに役立ちます。

https://www.asahi.com/asagakuplus/ 

 

■KBC の「まなびプログラム」とは ～総合的探求型社会教育～ 

KBC の「まなびプログラム」では、これからの日本や国際社会で生きていくための、総合的探求型の社会教育を開発しています。 

将来、自分の力で考え、他人の考えを理解し、自分の言葉で表現ができるような大人になるために本当に必要な力と、自らの意

思でまなぶ力を、楽しみながら育んでいきます。 

自分の考えを相手に伝える力、相手の考えを聞く力、それらを表現する力などを育むコミュニケーション講座や、将来グローバル

社会で活躍するための土台を育むオリジナル国際教育プログラムなどを提供しています。 

 

■KBC のコミュニケーション講座とは 

KBC のまなびプログラム「コミュニケーション講座」は、授業時間の半分以上がアウトプットの時間。意見発表の機会をたくさん設

けている、子どもが主役の講座です。子ども自身が「発表が楽しい！」「もっと意見を言いたい！」と感じること、自分の頭で考え、

自分の言葉で伝えることを何よりも大切にしています。そして、人前で自分の想いや考えを話したり、みんなで頭を寄せ合って話し

合う中で、「伝えたい」ことが相手に「伝わる」にはどうしたら良いのか、子どもたちは考え学びます。時に大人でも難しい、社会に出

たときに本当に必要な「伝える力」を養います。 

コミュニケーション講座は、4 年間の継続講座となっています。それは、子どものコミュニケーション力は短期間で身につくものでは

なく、たくさんの発表経験と成功体験を積み重ね、自信をつけていく中で少しずつ育まれるものだと考えるからです。まるで、ひとつ

の小さな芽が 1 本の大きな木へと成長していくように、ゆっくりと時間をかけて育む力なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①コミュニケーションベーシック 相手に伝える楽しさを知る 

賛成・反対、メリット・デメリットなどの言葉を使って相手が理解できる意見の伝え方を学びます。何よりも、子どもが手を挙げること

に抵抗がなくなり発表することが楽しいと思えるように。１年の最後には『おうちの人へのお願いプレゼン』に挑戦！ 

②子どもスピークアップ みんなで意見をまとめる 

「学年の異なる子どもたちが楽しめるイベントを考えよう」等、身近なテーマで課題の解決やイベント企画などの話し合いに挑戦。

司会はコーチですが、相互コミュニケーションであるディスカッションでは子どもたちの意見が活発に飛び交います。自分の意見の主

張だけでなく、他者の意見を理解して受けとめる中で自分の意見が変化していくことも経験していきます。 

https://www.asahi.com/asagakuplus/


③子どもスピークアップアドバンス 伝える表現力を身につける 

3 年目は、より言葉に想いを乗せて話すプレゼンに挑戦します。ジェスチャーをつけたり、声の抑揚や目線など、聞き手に届く話し

方を意識します。前期のカリキュラムには毎回１分間スピーチの時間があり、子どもたち同士でも、そのスピーチの良かったところや

アドバイスを伝えあい、お互いに高め合って成長することを目指します。１年の最後には「身近な社会（地域・学校など）への提

案」をスピーチに。 

 

④コミュニケーションマスター 子どもが主体的に学ぶ 

４年目の講座で大きく変わるのは、「子ども主導」ということ。みんなで社会課題の解決に取り組み、自分たちは何ができるか探求

し、解決に向けたアクションを身近なコミュニティで実践します。コミュニケーション講座の集大成！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■KBC で身につく非認知能力 ～多様な体験活動×自分軸・社会軸で育む「12 の知恵」～ 

KBC では、将来子どもたちが、自分の生きたい人生を切り開いていくための土台となる力「社会につながる人間力」を育みます。

小学生は多感な時期だからこそ、小さな自信を積み重ね、自立心などの「自分軸」や、コミュニティで揉まれることで自然と身につく

コミュニケーション力などの「社会軸」を育てることが大切だと考えます。子どもたちは KBC で日々過ごす中で、“社会につながる人

間力=非認知能力”を、日常プログラムの生活体験や、イベントプログラムの自然・社会・文化など多様な体験活動を通じて養っ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでのスピーチコンテストの優秀賞】 

■ぼく・わたしが伝えたいこと 

 「先生から教えてもらったこと」 

https://youtu.be/4hPzycoA7Y4 

■ぼく・わたしからの提案  

「もっと気軽に図書館を使いたい！」 

https://youtu.be/Waa-ruijTwQｚ 

 

https://youtu.be/4hPzycoA7Y4
https://youtu.be/Waa-ruijTwQ
https://youtu.be/Waa-ruijTwQ


■非認知能力を育むプロの保育 ～「ティーチング」ではなく「コーチング」～ 

子どもたちとともに放課後の時間を過ごす KBC のキッズコーチは、学校や家庭で体験できない様々な経験を日常プログラム・イ

ベントプログラムとして企画し、子どもたちの「未知なる力」を伸ばします。キッズコーチは子どもたちと同じ目線に立ち、共に考え、学

び、思いっきり遊びます。一方的に教える「ティーチング」ではなく、子どもたち一人ひとりと向き合い、個性を引き出し導いていく「コ

ーチング」を意識し、子どもたちが自ら答えを出せるように導いていきます。 

 

■東急キッズベースキャンプとは 

東急キッズベースキャンプは、民間学童保育施設のキッズベースキャンプを 22 施設展開。キッズベースキャンプは「放課後の時

間を“消費”から“投資”へ」をテーマに、小学生の子どもたちに安全な放課後を提供し、遊びや学びの体験の中から“社会につなが

る人間力=非認知能力”を育む、従来にはなかった新しい形の学童保育です。2018 年より保育園事業にも参入し、現在は小

規模認可保育園を含めた 5 園を展開しています。また、直営事業だけでなく、自治体が所有する児童館、学童保育、その他子

育て支援施設等の運営受託も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キッズベースキャンプ 施設一覧（計 22 施設）】 

キッズベースキャンプ∞三軒茶屋               

キッズベースキャンプ桜新町                 

キッズベースキャンプα用賀                                         

キッズベースキャンプα二子玉川                                

キッズベースキャンプ∞二子玉川                              

キッズベースキャンプ五反田・大崎                             

キッズベースキャンプ大井町                 

キッズベースキャンプ雪が谷                                       

キッズベースキャンプ下丸子                

キッズベースキャンプα池上  

キッズベースキャンプα都立大学                               

 

【KBC ほいくえん 園一覧（計 5 園）】 

KBC ほいくえん大井町、KBC ほいくえん駒沢、KBC ほいくえん祐天寺 

KBC ほいくえん南町田、KBC ほいくえん南町田 ALIVE  

            

【放課後児童クラブ等運営受託 施設一覧（計 55 施設）】 

港区    東麻布学童クラブ、南麻布学童クラブ 

 

新宿区  中井児童館、高田馬場第二学童クラブ、戸塚第二小学校内学童クラブ、戸塚第二小学校放課後子どもひろば、鶴巻小学校内学童クラ

ブ、鶴巻小学校放課後子どもひろば、早稲田小学校放課後子どもひろば、戸塚第一小学校内学童クラブ、戸塚第一小学校放課後子ども

ひろば、落合第五小学校内学童クラブ、落合第五小学校放課後子どもひろば、落合第二小学校放課後子どもひろば、花園小学校内学

童クラブ、花園小学校放課後子どもひろば 

 

大田区  大森北児童館、中馬込児童館、矢口児童館、久が原児童館、相生放課後ひろば、馬込放課後ひろば、おなづか放課後ひろば、山王放

課後ひろば、馬込第三放課後ひろば、久原放課後ひろば、矢口放課後ひろば、多摩川放課後ひろば、入新井第五放課後子ども教室、西

蒲田児童館、山王児童館、出雲放課後ひろば、中高生ひろば羽田、南馬込三丁目児童館、馬込第二放課後子ども教室、中高生ひろば

蒲田、入新第一放課後ひろば 

 

目黒区  東根住区センター児童館、下目黒小学校内学童保育クラブ／ランランひろば、中目黒小学校内学童保育クラブ／ランランひろば、三田学

童保育クラブ、上目黒小学校内学童保育クラブ／ランランひろば、碑小学校内学童保育クラブ／ランランひろば、田道小学校内学童保育ク

ラブ／ランランひろば、東山小学校内学童保育クラブ／ランランひろば、こども家庭センター地域子育てふれあいひろば 

 

杉並区  高円寺学園学童クラブ／放課後等居場所事業、永福南学童クラブ、杉三学童クラブ、永福小学校放課後等居場所事業 

 

練馬区  上石神井児童館、光が丘春の風小ねりっこクラブ、南が丘小学童クラブ、石神井小ねりっこクラブ、上石神井北小ねりっこクラブ 

キッズベースキャンプ豊洲・東雲 

キッズベースキャンプ溝の口 

キッズベースキャンプ宮前平 

キッズベースキャンプ新丸子 

キッズベースキャンプ武蔵小杉東急スクエア 

キッズベースキャンプ武蔵小杉・元住吉 

キッズベースキャンプ∞武蔵小杉  

キッズベースキャンプα青葉台 

キッズベースキャンプ日吉 

キッズベースキャンプ大倉山 

キッズベースキャンプαたまプラーザ  


